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1.  はじめに 

令和 4 年度の北陸信越工学教育協会年次シンポジ

ウムを令和4年 11 月 22 日(火)にオンラインで開催

した。テーマを「工学教育における SDGs の取組み」

とし、各県の大学における取り組みについて、新潟

大学、金沢大学、福井大学、信州大学、富山大学、金

沢工業大学から計6件のご講演をいただいた。 

資料１に本シンポジウムのポスターを示す。冒頭

の開会挨拶が福井大学理事・副学長・SDGs推進室長

の松木健一氏からあり、福井大学においてもSDGs推

進室が開設され、取り組みを進めていくことの話が

あった。その後、各講演が行われた。前半には、セン

ター等や研究室での取り組み事例の紹介があり、後 

 

 

資料1 年次シンポジウムのポスター 

 

半は学生教育についての取り組み事例の紹介があっ

た。最後に北陸信越工学教育協会会長・福井大学工

学部長の福井一俊氏から、ご講演者に対する謝辞が

あり閉会した。 

 

2.  講演概要 

以下に概要とご講演時の資料の一部を掲載する。 

 

講演①「SDGs推進人材＝アントレプレナーの育成：

smartDESIGN-i (佐渡、長岡等の地域課題解決）」 

新潟大学 地域創生推進機構 高島 徹 氏 

概要: 

本学工学部では、2020年度より、「smartDESIGN-i」

(科学技術イノベーション(STI)による離島過疎地域

の社会課題解決)」という研究テーマで授業を開講し

ています。本研究テーマでは、SDGs の理念や

「Society5.0」等を踏まえ、夢を起点に、キャリア軸、

地域軸、ソリューション軸の 3 つの軸を設定し、学

修を進めています。この授業では、特に、離島・過疎

地域や教育現場に入り、五感を使った調査・観察や

地域の方々や生徒たちとの対話を通して、社会課題

の発見、未来ビジョンづくり、文系理系の様々な STI

を活用した解決策の仮説を立てる、など現場での実

践を重視しています。 

 

講演②「『能登』で挑む持続可能なオーガニック養殖」 

金沢大学 理工研究域 生命理工学系 

能登海洋水産センター 

松原 創 氏 

概要: 

金沢大学は、2016年に能登町と「人づくり・海づ

くり協定」を締結、2019年4月、同町との協働によ

り理工学域能登海洋水産センターを開設した。当セ

ンターでは、能登里海資源の持続可能な利用をめざ

した鮮魚流通技術開発や能登発のオーガニック養殖

技術の開発に関する教育研究活動を行っている。本

シンポジウムでは、これまでの当センターにおける

取り組みのいくつかを紹介する。 
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資料2 講演②資料1 

 

資料 3 講演②資料2 

 

講演③「人口減少時代における低未利用地の活用に

よる都市や住環境の成熟化」 

福井大学 工学部 建築・都市環境工学科 

原田 陽子 氏 

概要: 

日本では今後、人口減少時代の進展と共に、高齢

化や空き地・空き家などの低未利用地の増加が予想

され、こうした状況は特に地方都市において顕著な

状況になることが予想される。こうした中で、本講

演では、福井市で取り組まれている駐車場活用広場

「新栄テラス」や、空き地の「菜園利用」の実態を紹

介し、一般的に「負の遺産」として捉えられがちな低

未利用地を、都市や住環境を成熟化させるための資

源とするための可能性を考察したい。 

 

資料4 講演③「くろまるガーデン」 

 

資料5 講演③「新栄テラス あそびばテラス」 

 

講演④「SDGsに対応した建築物の研究開発と教育効

果」 

信州大学 工学部 建築学科 

高村 秀紀 氏 

概要: 

建設時から解体時に⾄るまで環境負荷を低減する

建築物の開発に関する研究を⾏っています。研究内

容の紹介や研究活動を通じた学⽣の環境意識や研究

への取り組み姿勢の変化など、学⽣の成⻑について

ご紹介します。また、⼯学部の全学⽣を対象とした

省エネアイディアコンペの紹介や、アイディアの効

果検証を⾏う学⽣の取り組みについて紹介します。

学⽣への教育効果のみならず⼿軽にできる省エネ対

策とその効果も併せて知っていただける内容です。 



 
 
 

 

資料6 講演④資料1 

 

資料 7 講演④資料2 

 

講演⑤「富山大学における PBL型授業の取組み」 

富山大学 学術研究部 都市デザイン学系 

矢口 忠憲 氏 

概要: 

2005年に県内3大学が統合された富山大学、2018

年に大きな改革を行いました。「都市デザイン学部」

を新設、合わせて（3キャンパス）の教養教育一元化

により、学際融合教育の推進を図りました。現在本

学では、「数理・データサイエンス・AI教育プログラ

ム」と「デザイン思考による学際融合教育プログラ

ム」に力を注いでおり、本学部でも「デザイン思考基

礎」「全学横断PBL」「地域デザイン PBL」などの授業

を展開しているところです。 

 

資料 8 講演⑤資料1 

 

資料 9 講演⑤資料2 

 

講演⑥「金沢工業大学におけるSDGsイノベーション

教育の推進」 

金沢工業大学 SDGs推進センター所長 

平本 督太郎 氏 

概要: 

金沢工業大学では、全国でもいち早く全学部・学

科でのSDGs推進に着手した。教育重視の方針が、縦

割りになりがちな大学組織での一体的な SDGs 推進

を可能とした。そして、SDGs推進センターは教育・

地域デザイン・ビジネスという 3 つの観点で学内・

地域におけるハブ機能を強化してきた。さらに、既

にSDGsの次のステップとして、Beyond SDGsに関す

る取り組みを積極的に進め、小中高を巻き込んだ連

携活動を拡大している。 



 
 
 

 

資料10 講演⑥資料1 

 

資料11 講演⑥資料2 

 

3.  おわりに 

ご多用の中、貴重なご講演をいただき感謝申し上

げる。今回の年次シンポジウムには、60名ほどの方

にご参加いただいた。 

今回のテーマのSDGsについては、この数年で全国

的に浸透して活動の輪が広がってきていることもあ

り、興味を持っていただいたようである。それぞれ

の取り組みだけでなく、SDGsの本質的なところの話

もあり、非常に興味深い講演であった。 

来年度以降のテーマとしては、令和5年度はGX関

連テーマ、令和 6 年度は自然災害関連テーマを予定

している。今後も活発な意見交換や情報交換ができ

る場を設けていくため、ぜひ今後もご参加いただけ

れば幸いである。 


